





































 表１ 地理的環境 
 五福 杉谷 高岡 地震 断層直下 断層近く 断層なし海抜 10m 50m 7m 水害 1m なし 0.5m 
  よって、本学では、地震・水害および火災を中心に災害を検討すれば良いこととなる。想定する災害は次の通りである。 
 表2 災害想定 地震 火災 洪水 震度7 延焼5km 1m 
 これらの対応に関しては、地震および水害に関しては、耐震性能を有する建物の基礎高をある程度確保することで災害を軽減することが可能となる。DC棟に関しては、耐震性・基礎高の確保を行ったうえで、情報を格納するサーバは高層階に格納することとし、サーバを収容するラックに関しては、耐震ラックとした。火災に関しては４章で述べる。 






 Sysytem+Data Backup 
 Data Backup が2種類に区分できるかが、本センターでは、コストの面と前述の理由によりData Bac
kupを行うこととした。 














 海岸線から10km以上離れ、海抜5m以上であること 以上の条件は、情報管理や災害対策の点から指定している。加えて、学外Sub DCの仕様には、 
 五福キャンパスから5km以上50km以内の距離であること 
 IPアドレスを提供すること 
 無料で本学とBGP peerを行うこと を追加した。 これらの仕様を追加した理由として、五福キャンパスから5km以上50km以内の距離であることについては、50km以内に関しては、本学からあまりにも遠隔だった場合には、本学職員がメンテナンスを行うことは難しくなり、業者のサービスを購入する費用が発生するため、職員が頻繁に行くことができる距離、かつ、非常時にも徒歩や自転車等で行くことが必要であることから設定した。 
5km以上に関しては、五福キャンパスから5km範囲は下記の図2となる。  








 図3 構築ネットワーク概念図 






  図4  Backupストレージシステム図 
  本システムでは、五福キャンパスMain D
Cにおいて、学内の基幹システムに対して、
NFSおよびiscsiにてDISK領域の解放を行う。各業務システム管理者は、この領域へ業務DataのBackupを行う。この領域は、システム側からは普通のDISKとして認識されるため、既存のBackupツールが利用可能である。そのため、既存のBackupルールをそのままで利用可能であり、暗号化等も各管理者によって設定することとなる。情報センターでは、Main DCに格納されたデータを、ストレージ間同期機能を利用して遠隔地にあるSub DCに設置されたストレージへほぼ同時にコピーを行う。また、Main 




6. 現状および今後の課題  本センターにおけるBCPは、耐震性能を有したMain DCの増設し、既存システムおよびネットワークの移設し、災害発生時における運用機能の確保を目指した。さらに、本学で発生する災害に対応するためSub 
DCのロケーションについて考察を行った結果、学外のDCの借上げを行い、Main D
CとSub DC間に設置するストレージ装置の同期機能を利用することでデータの確保・保管を行うこととした。 現在、DC棟は建築中であり、平成26年5月に完成予定である。外部Sub DCの借上と
ISP接続回線の契約は完了していており、現在、実験機器を用いたデータのバックアップの性能評価を行っている状態である。 今後、DC棟には、システムの更新に合わせて移設が行われる予定である。 現状をまとめると図5のようになる。 
 
図5 現状図 
  今後の課題としては、キャンパス間の回線の二重化、非常時の長時間の安定的な電源確保およびInternet Uplinkの二重化についてである。 
